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「
愛
媛
県
県
立
学
校
振
興
計
画
」 

 
 
 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

村
上 

清 

 

保
護
者
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
東
予
高

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
に
就
き
ま
し
た
村
上
と
申
し
ま
す
。 

こ
の
度
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
よ
り
県
立

高
校
の
再
編
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
少

子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
入
学
希
望
者

の
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
た
現
状
に
お
い
て
、

い
よ
い
よ
高
校
自
体
も
再
編
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

西
条
市
内
で
は
、
東
予
高
校
、
小
松
高
校
、

丹
原
高
校
が
対
象
と
な
り
、
三
校
を
併
合
し

て
二
校
に
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
予
高
校
は
西
条
産
業
科
学
高
校(

仮
称)

と

な
り
、
農
業
科
・
家
庭
科
・
工
業
科
・
商
業

科
の
四
学
科
と
な
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。 

愛
媛
県
県
立
学
校
振
興
計
画
が
発
表
さ

れ
た
と
き
は
非
常
に
寂
し
く
思
っ
た
の
で
す

が
、
東
予
高
校
の
過
去
を
振
り
返
る
と
学
校

名
の
変
更
や
学
科
再
編
は
度
々
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
生
徒
の

教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
必
要
な
事
か
と

思
わ
れ
ま
す
。 

学
校
の
併
合
が
行
わ
れ
て
も
、
先
輩
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
保
護
者

の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
な
が
ら
生
徒
と
共
に

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

  

今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も 

 
 
 
 
 
 
 

校
長 

渡
邊 

琴
子 

  

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四
月
に
予
定

し
て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
直
前
に
書
面
決
議

へ
切
り
替
え
と
な
り
、
大
変
御
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
バ
ラ
観

賞
会
も
縮
小
公
開
、
文
化
祭
は
延
期
と
い
う

こ
と
で
、
保
護
者
の
皆
様
に
学
校
に
お
越
し

い
た
だ
く
機
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
機
会
が
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
感
染
状
況
を
見
極
め
、

対
策
を
講
じ
な
が
ら
精
一
杯
の
教
育
活
動
に

励
む
所
存
で
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
行
く
末
も
不
透
明
で
、
学
校

活
動
も
様
々
な
制
約
を
免
れ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
一
学
期
に
は
本
校
に
お

い
て
三
年
ぶ
り
の
修
学
旅
行
を
無
事
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
学
期
末
に
発
行

し
た
東
予
高
校
新
聞
に
生
徒
の
感
想
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
年
も
行
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
行

か
せ
て
い
た
だ
き
、
一
生
の
思
い
出
も
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
実
施
に
際
し
て
は
、

保
護
者
の
皆
様
の
御
心
配
も
尽
き
な
か
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
無
事
実
施
で
き
ま
し

た
の
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 生

徒
た
ち
の
活
躍
に
も
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、
今
年
度
も
弓
道
部
が
団
体
・
個

人
と
も
に
県
大
会
優
勝
を
果
た
し
て
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
全
国
の
舞
台
で

も
昨
年
よ
り
順
位
を
一
つ
上
げ
、
団
体
四
位

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」に
お
い
て
は
、

遠
的
で
全
国
優
勝
、
近
的
で
八
位
入
賞
と
全

国
に
東
予
高
校
の
名
を
轟
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。 イ

ン
タ
ー
ハ
イ
が
四
国
で
実
施
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
は
、
本
校
の
生
徒
で
構
成
さ
れ

た
推
進
委
員
会
と
生
徒
会
が
Ｐ
Ｒ
活
動
や
運

営
に
協
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
部
が
若

年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
と
四
国
地
区
高

校
生
溶
接
技
術
競
技
会
に
出
場
す
る
な
ど
、

工
業
高
校
な
ら
で
は
の
活
動
に
も
熱
が
入
っ

て
い
ま
す
。 

さ
て
、
県
立
学
校
振
興
計
画
の
素
案
が
公

表
さ
れ
、
本
校
に
係
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
校
は
令
和
八
年
度
に
新
た
な
学
校
に

統
合
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
の
在
校
生
に
つ
い

て
は
、
卒
業
ま
で
学
校
の
現
状
は
変
わ
り
ま

せ
ん
の
で
御
安
心
く
だ
さ
い
。
六
月
と
七
月

に
実
施
し
た
中
学
生
体
験
入
学
に
は
昨
年
の

参
加
数
を
上
回
る
中
学
生
の
参
加
が
あ
り
、

本
校
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
期
待
を
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
校
は
、
今
ま
で
も
こ

れ
か
ら
も
、
西
条
市
の
産
業
を
支
え
る
人
材

の
育
成
拠
点
と
し
て
、
工
業
教
育
の
充
実
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
変
わ
ら
ぬ

御
支
援
を
よ
ろ
し
く
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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 本校弓道部が、昨年のインターハイ５位入賞を上回る４位入賞、第７７回国民体育大会（「いちご一会とちぎ国体」）で遠

的優勝・近的８位入賞（藤田夏望君、大澤孝佑君が出場）の快挙を成し遂げました！ 

 そこで今回は、弓道部主将・建設工学科３年 赤堀亮太君にインタビューを行いました。 

 

： 熱い夏になりましたが、今の気持ちを聞かせてください！ 

  赤） 昨年のインターハイ５位を越えることができて、まずは良かったです。個人的には予選突破が目標でしたので、ここで

まず一安心でした。勝ちたいな、と思いだしたのはベスト８に残ってからです。（昨年王者の）南陽工業に勝った時は、

とにかく嬉しかったです！ 

： 今大会のキーマンは誰でしたか？ 

  赤） ２年電気システム科の越智渉君です。県総体からずっと救われっぱなしでした。 

： 越智君はどんなプレイヤーなんですか？  

  赤） 急成長を遂げてくれました。黙々と練習に取り組み、入部当初は線も細かったのですが、努力に努力を重ねて上達

しました。（勝てたのは彼のおかげで）間違いないです（笑） 

： 顧問の鈴木先生からは、どういうアドバイスがあったのですか？ 

  赤） 「深呼吸して、落ち着いて。欲が出ると自分に負けるぞ」と。普段から指導されていることでもあるのですが、とにかく

無欲で行こうと。４位入賞後も鈴木先生は（冷静で）普段と変わらないので、すごいなと思いました。 

： 国体優勝の二人についてはどうですか？ 

  赤） 国体に選ばれた二人はセンスも実力もすごいので、優勝できると思っていました！ 

： 保護者の方とはどんな話をしましたか？ 

  赤） 徳島から帰ったときに「お疲れさま、よう頑張ったね！」と言ってもらって、頑張ってきてよかったと思いました。日ごろ

から、「本気でやるなら、（金銭面など）心配せずに頑張り！」と言ってもらっていたので、本当に感謝しています。 

： 弓道は一時引退となりますが。 

  赤） 弓道を通して、礼儀作法が身につきました。卒業後も時間があれば続けていきたいです。心身ともに鍛えられました

し、とにかくかっこいい競技です（笑）。みんなにも弓道をやってみてもらいたいです。 

： 後輩たちや鈴木先生に一言。 

  赤） 後輩たちには、とにかくプレッシャーなどを感じず、後悔なく戦ってほしいです。鈴木先生には感謝をお伝えしたいで

す。悪いとことは指導してくださり、良いところは褒めてくださる。先生無くして今の僕らはないです。間違いない（笑） 

： ありがとうございました！今後の活躍にも、期待しています！ 

  

 

 

 

 

 

 

 


